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研究成果の概要（和文）：　本研究では、19世紀後半から20世紀初頭にかけて活躍した女性作家イーディス･ウォート
ンの作品を中心にその思想と手法の変遷を検証することで、女性の知識人の社会的地位がどのように構築され、そして
表象されてきたかについて明らかとした。具体的には、ウォートンに与えた同時代の女性知識人の影響について考察す
ることで知性の表象にはジェンダーの問題が深く関わっていたことがわかった。次に、当時の反知性主義と教育につい
て分析し、世紀転換期における社会の変容が女性の知性のあり方と自己表象に大きく変化をもたらし、その変容に対す
るウォートンの視点が、当時の女性作家にあって独自の視点であるという結論が得られた。

研究成果の概要（英文）：This research clarified the way how the social position of female intellectuals 
was constructed and represented through examination of the thoughts and style of Edith Wharton, who was a 
distinguished woman writer from the latter half of the 19th century to the first half of the 20th 
century. By studying the influence of the female intellectuals on Wharton, I have elucidated the close 
connection between the representation of intellect and gender. In addition, through analysis of 
anti-intellectualism and education at that time, I have reached the conclusion that Wharton had a 
critical viewpoint about the change of representation of female intellect.

研究分野： アメリカ文学
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１．研究開始当初の背景 

アメリカ合衆国の女性文学研究において

は、19 世紀半ばまでに確立された私的領域と

公的領域というジェンダー化された区分が、

白人中産階級の女性たちが執筆した、家庭に

おける女性たちをヒロインとする、いわゆる

「感傷小説」と称される一大文学ジャンルの

創設につながり、それが 19 世紀後半に入る

と、教育の普及や職業の創出による女性の公

的領域への進出によって領域を越境しよう

とする女性たちの生き方を写実的に描くリ

アリズム文学へと変容し、20 世紀に入ってか

らは第1次世界大戦以降の新たな女性の生き

方がモダニズム文学の女性作家を生み出し

ていったとまとめられてきた。本研究の主た

る対象であるイーディス・ウォートンはこの

ような従来の女性文学研究においては、職業

作家から芸術家へ、感傷小説からリアリズム

小説への転換期にあって苦悩した女性作家

として位置づけられてきた。 

本研究代表者は、イーディス・ウォートン

の中期から後期にかけての作品及び旅行記

の分析をこれまでに行ってきた。後期の代表

作である The Mother’s Recompense(1925)

を扱った論文では、19 世紀の感傷小説家たち

に対するウォートンの意識と、それら作家か

ら自らを区別しようとする身振りに着目し、

女性作家であること及び女性小説というジ

ャンルに対するウォートンの確固とした批

判意識を考察した。この時点で、改めてウォ

ートンの文筆活動の変移を初期から見直し

たときに、ウォートンがその活動の初期にお

いては、小説というよりはむしろイタリアの

庭園や文化に関する著作さらには旅行記な

ど、他分野にまたがる著作を発表していたに

も関わらず、ある時期より小説に集中するよ

うになったことに関心を抱くようになった。

この期間は、ウォートンがそれまで身近であ

ったニューヨークの上流社会の人々とは異

なる、さまざまな分野で活躍する文化人や芸

術家たちとの交友を広げ深めた時期でもあ

り、彼らから受ける影響の中で、ウォートン

が自らのあり方、生き方、文章を書く目的、

どのような分野を選ぶのか、という問いと対

峙し、さまざまな実験と選択を行っていた時

期でもあったのだといえるのではないだろ

うか。その時期にあっては、これまでは特に

ヘンリー・ジェイムズとの関わりが注目され

てきたが、ヨーロッパにおける女性の知識人

の影響を無視することもできない。それは、

つまり、当時の女性たちを取り巻く知の形成

とその表象の変容についても、ウォートンの

研究にあたっては検証する必要があること

を示している。以上のような問いかけから、

ウォートンの経歴における、アメリカを舞台

とする小説に集中するまでの特に初期に注

目し、現在アメリカ文学史においてリアリズ

ム小説家として位置づけられているウォー

トンの変容の軌跡を再検討するという本研

究の着想にいたったのである。 

 
 
２．研究の目的 

上記の研究の学術的背景を受けて、本研究

では以下の点について明らかにすることを

目的としたい。第 1に、ウォートンの初期作

品におけるイタリアを題材とする旅行記、エ

ッセイ、および小説において、ウォートンが

強い影響を受け、その後親しい交友関係を築

くようになった、ヨーロッパを代表する女性

の知識人の著作と思想が、ウォートンの思想

とその手法にどのように関わっていたのか

を明らかとする。第 2に、当時のアメリカ社

会における知性とジェンダーの問題、および

知性の形成を担う教育のあり方や教育に対

する当時の思想がウォートンの作品にどの

ように反映しているのかを明らかとする。第

3 に、上記の 2 つの点を踏まえて、当時のア

メリカ社会の変容がどのようにウォートン

の作家としての自己形成、および作品の中の

女性たちの表象に関わっているかを総合的



な視点から明らかとしたい。 

 
３．研究の方法 

研究目的を達成するために、本研究では関

連する文献資料の入手及び分析と、それに基

づく論考を草稿に執筆し学会誌への投稿及

び学会での発表を行うという大きく二つの

方法に基づいて、年次別に計画を進めていっ

た。まず、平成２５年度は、イーディス・ウ

ォートンの初期におけるイタリアを扱った

著作に焦点をあてて、ヨーロッパを代表する

女性の知識人であったヴァーノン・リーがウ

ォートンに与えた影響の分析を行った。平成

２６年度は、リーの影響についてさらに検証

することで二人を結ぶ思想的背景に対する

考察を深めると同時に、同時代の女性たちの

知の形成と、消費社会へと変貌するアメリカ

の社会背景の関連について調査を行い、多角

的な視点から、ウォートンの変容について研

究した。平成２７年度は、ウォートンと同時

代の女性作家たちの作品における女性像と、

ウォートンの作品の女性像とを比較考察し

た。さらに、より深く考察を深めるために、

ウォートンの作品における、語り手のジェン

ダーによる表現方法とテーマの相違につい

て検証を試みた。 

 
４．研究成果 

本研究では、19 世紀後半から 20 世紀初頭

にかけて活躍した女性作家イーディス･ウォ

ートンの作品を中心にその思想と手法の変

遷を検証することで、女性の知識人の社会的

地位がどのように構築され、そして表象され

てきたかについて明らかとした。 

まず、ウォートンの初期作品におけるイタ

リアを題材とする旅行記、エッセイ、および

小説に焦点を当て、ウォートンが交友関係を

築くようになったヨーロッパを代表する女

性知識人ヴァーノン・リーの代表的な作品と

比較することで、独特の文章とスタイルでイ

タリアの歴史と文化を語るリーの手法と思

想にウォートンがどのように感化されたか

を分析した。その結果、リーの芸術観と美学

が、ヨーロッパ文化に対するウォートンの評

価を決定づけたことがわかった。また、リー

が提唱する語りの技法を、ウォートンが具体

的にその文章の中で実践していることを確

認した。ウォートンは、中期の作品以降、リ

ーのような知識人としてのあり方からは距

離を取っていくこととなるが、そこには、伝

統と文化に対する二人の認識の違いが大き

くなっていったこと、また、世紀転換期にお

ける女性知識人に求められるあり方が変容

していった経緯が関わっていたことがわか

った。次に、ウォートンと同時代のアメリカ

の女性たちの知の形成とその表象について、

当時の女性作家や女性活動家および教育に

関する思想から考察した。その結果、ウォー

トンら女性作家たちは、その時代の反知性主

義的風潮と女性らしさの規範に対する戦略

を熟慮する必要があったこと、また、その作

品においては、アメリカが大量消費社会へと

変容していく中で、女性の消費する力が特化

されていき、その力が知性の欠如と連動して

表象されていることがわかった。そして、ウ

ォートンの作品においては、知性の表象と、

知性とジェンダーの関連性が独自の視点に

おいて分析され、それが世紀転換期における、

女性と知性の関わりの変容に対するウォー

トン独自の批判であったという結論が得ら

れた。 
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